
警
備
隊
は
、
第
一
警
備
隊
～
第
百
十
警
備
隊
（
六
十
八
隊
）

及
び
地
名
を
冠
し
た
警
備
隊
（
五
十
一
隊
＝
中
国
八
、
島
嶼

七
、
他
三
六
）
の
計
一
一
九
隊
。
港
湾
警
備
隊
（
地
名
を
冠

す
）
二
七
隊
、
防
備
隊
二
八
隊
で
あ
る
。

占
守
島
は
千
島
列
島
最
北
端
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
に
接
し

た
島
で
あ
り
、
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
、
キ
ス
カ
島
海
軍
守
備
隊
は
撤

退
し
た
が
、
文
字
通
り
の
日
本
北
端
の
護
り
の
地
で
あ
っ
た
。

北
千
島
は
、
徳
川
時
代
、
日
本
領
と
さ
れ
て
い
た
樺
太
と
条
約

に
よ
り
交
換
し
た
も
の
で
、
純
然
た
る
日
本
領
土
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ソ
連
軍
は
終
戦
後
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
、
占

守
島
に
奇
襲
上
陸
し
た
。
日
本
軍
占
守
所
在
部
隊
は
、
来
攻
の

ソ
連
軍
を
反
撃
し
、
ソ
連
艦
船
に
多
大
の
損
害
を
与
え
た
。
し

か
し
、
日
本
軍
は
命
に
よ
り
十
六
時
戦
闘
を
中
止
し
た
。

八
月
十
八
日
、
日
本
軍
は
北
千
島
の
戦
闘
行
動
を
停
止
し

た
。
ま
た
、
参
謀
総
長
は
、
第
五
方
面
軍
（
北
方
軍
）
に
局
地

停
戦
交
渉
と
武
器
引
き
渡
し
等
を
指
示
し
た
。

そ
の
後
、
ソ
連
軍
は
樺
太
に
上
陸
し
、
我
が
軍
使
を
ソ
連
歩

■
が
荒
貝
付
近
で
射
殺
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。

吾
れ
戦
艦
「
武
蔵
」
に
乗
艦
せ
り
　 

埼
玉
県
　
笠
原
安
雄
　 

徴
兵
検
査
前
の
家
族
構
成
等
に
つ
い
て

私
の
家
族
は
両
親
と
兄
妹
七
人
の
九
人
家
族
で
し
た
。
上
か

ら
男
四
人
、
女
二
人
、
弟
一
人
、
皆
二
歳
違
い
で
し
た
。
家
業

は
農
林
業
で
山
林
が
五
十
町
歩
、
田
畑
一
町
五
反
歩
、
世
間
的

に
み
れ
ば
裕
福
の
部
に
入
り
ま
す
が
、
昭
和
初
期
の
不
況
の
た

め
裕
福
と
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

小
学
校
か
ら
県
立
粕
壁
中
学
（
当
時
県
下
中
学
は
七
校
）
に

入
り
ま
し
た
。
勉
強
は
好
き
で
し
た
が
経
済
的
事
情
で
中
退
の

止
む
な
き
に
い
た
り
、
今
で
も
当
時
を
偲
び
後
悔
し
て
い
ま

す
。
海
軍
志
願
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
が
体
格
検
査
で
不
合
格
で

し
た
。
そ
し
て
岡
山
市
の
秩
父
織
物
卸
小
売
店
の
店
員
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
青
年
学
校
と
い
う
の
が
あ
り
、
軍
事
教
練
が
主

で
仕
事
が
終
わ
る
と
い
つ
も
駆
け
足
で
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

主
に
一
般
産
業
の
子
弟
は
軍
事
産
業
の
会
社
に
徴
用
さ
れ
ま
し



た
。
岡
山
で
は
、
三
井
造
船
や
呉
の
海
軍
工
■
等
に
徴
用
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
五
月
、
本
籍
地
の
埼
玉
県
秩
父
郡
長
若
村
に
帰

り
、
秩
父
郡
秩
父
町
の
小
学
校
で
厳
重
な
徴
兵
検
査
が
あ
り
、

学
科
試
験
も
か
な
り
難
し
い
も
の
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
村
の
兵
事
主
任
は
権
威
が
あ
り
、
村
長
よ
り
威
張
っ
て
い

ま
し
た
。
同
年
の
者
は
二
十
八
人
で
、
こ
の
う
ち
甲
種
合
格
は

八
人
で
他
は
第
一
乙
、
第
二
乙
、
丙
種
と
な
り
、
第
一
乙
ま
で

が
現
役
兵
と
し
て
入
営
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
身
長
一
五
八

セ
ン
チ
体
重
七
〇
キ
ロ
で
徴
兵
官
の
前
で
甲
種
合
格
と
報
告
し

ま
し
た
。

私
は
旧
制
中
学
で
少
し
学
ん
だ
た
め
学
力
試
験
が
よ
く
で
き

ま
し
た
の
で
、
一
般
普
通
兵
科
に
は
採
用
さ
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
両
親
は
、
上
の
兄
も
出
征
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

御
奉
公
す
る
の
が
当
然
と
思
い
、
心
配
す
る
よ
り
か
え
っ
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
九
月
一
日
の
入
団
で
し
た
の
で
、
徴
兵
検
査
よ

り
か
な
り
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
織
物
屋
の
店
員
は
嫌
で
嫌

で
、
入
団
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
十
二
月

八
日
の
開
戦
、
海
軍
は
ハ
ワ
イ
攻
撃
で
大
戦
果
を
挙
げ
ま
し
た

の
で
特
に
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。
長
兄
に
召
集
令
状
が
来
ま

し
た
。
自
分
は
岡
山
の
店
を
引
き
揚
げ
、
家
業
の
農
林
業
を
手

伝
い
、
九
月
一
日
の
入
団
を
待
ち
ま
し
た
。

九
月
一
日
の
入
団
入
営
は
村
で
五
人
で
し
た
。
私
が
代
表
し

て
「
滅
死
奉
公
・
国
家
の
た
め
身
を
捧
げ
る
つ
も
り
で
、
二
度

と
こ
の
地
に
還
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
村
の
方
や
親
戚
の
方
々
が
大
勢
山
を
越
え
、
徒
歩
で
駅
ま

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

入
団
し
て
か
ら
の
話

五
十
有
余
年
も
前
の
こ
と
で
、
苦
労
も
種
々
あ
り
ま
し
た

が
、
今
思
う
と
生
き
て
帰
っ
た
の
が
不
思
議
な
よ
う
で
す
。
横

須
賀
第
二
海
兵
団
、
海
兵
団
の
内
務
は
教
班
と
言
っ
て
一
個
分

隊
が
二
四
〇
人
、
一
個
班
は
二
〇
人
、
教
班
長
は
一
等
兵
曹

で
、
教
練
は
艦
砲
射
撃
訓
練
、
陸
上
歩
兵
戦
、
特
に
厳
し
か
っ

た
の
が
カ
ッ
タ
ー
訓
練
で
し
た
。
海
兵
団
の
沖
に
猿
島
と
い
う

小
島
が
あ
り
、
往
復
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
短
艇
（
ボ
ー
ト
）
を

漕
い
で
行
く
の
で
す
が
、
手
の
皮
や
尻
の
皮
が
赤
く
腫
れ
て
苦



労
し
ま
し
た
。
夜
間
も
諸
教
育
が
あ
り
、
あ
ま
り
頭
の
良
く
な

い
教
班
長
は
、
吊
り
床
訓
練
等
に
夏
の
暑
い
盛
り
の
中
で
、
三

回
も
ほ
ど
い
た
り
縛
っ
た
り
し
直
し
て
、
そ
の
た
め
に
埃
が
部

屋
中
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
床
に
水
を
う
っ
て
就
寝
す
る
始
末
で

し
た
。
こ
れ
で
も
誰
一
人
文
句
を
言
う
も
の
も
な
く
服
従
し
ま

し
た
。

十
二
月
一
日
、
第
十
五
期
丙
種
飛
行
予
科
練
習
生
を
志
願
し

ま
し
た
。
教
班
長
は
飛
行
機
乗
り
は
消
耗
品
だ
か
ら
止
め
た
方

が
い
い
と
勧
め
る
の
で
し
た
が
、
忠
君
愛
国
の
精
神
が
旺
盛
の

た
め
、
第
十
五
期
丙
種
予
科
練
を
志
願
し
ま
し
た
。
丙
種
と
は

海
軍
に
入
っ
た
者
か
ら
採
用
す
る
も
の
で
、
第
十
五
期
で
丙
種

は
終
わ
り
で
し
た
。
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
兵
舎
で
あ
る
三
重

海
軍
航
空
隊
で
約
一
ヵ
月
適
性
検
査
を
受
け
、
一
番
最
後
の
検

査
で
不
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
分
隊
で
八
人
が
行
き
、
そ
の
う

ち
五
人
は
不
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
飛
行
機
乗
り
は
難
し
い
も

の
で
し
た
。
第
十
五
期
丙
種
予
科
練
生
は
七
六%

が
戦
死
さ
れ

ま
し
た
。
航
空
隊
の
資
料
館
に
そ
の
資
料
が
出
て
お
り
ま
す
。

戦
艦
「
武
蔵
」
乗
艦
に
つ
い
て

失
意
の
中
に
海
兵
団
に
帰
り
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
世
界
最

大
と
言
わ
れ
た
「
武
蔵
」
乗
艦
を
命
ぜ
ら
れ
、
陸
路
呉
軍
港
に

向
か
い
ま
し
た
。
岸
壁
に
停
泊
し
て
い
る
「
武
蔵
」
を
見
て
驚

き
、
ま
る
で
姫
路
城
を
思
わ
せ
る
威
容
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
夜
は
三
番
甲
板
に
就
寝
し
、
夜
半
便
所
に
行
っ
た
の
で

す
が
、
自
分
の
吊
り
床
に
な
か
な
か
帰
れ
ず
、
三
時
間
も
う
ろ

う
ろ
し
て
「
総
員
起
こ
し
」
ま
で
に
よ
う
や
く
帰
り
つ
く
有
様

で
、「
武
蔵
」
は
如
何
に
も
大
き
く
複
雑
な
居
住
区
で
し
た
。

航
海
科
見
張
員
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
一
月
十

一
日
乗
艦
、
十
八
日
に
は
赤
道
直
下
、
連
合
艦
隊
最
前
線
基
地

（
ト
ラ
ッ
ク
島
）
に
駆
逐
艦
四
隻
の
護
衛
の
み
で
出
撃
し
ま
し

た
。
大
き
な
波
も
ひ
と
ま
た
ぎ
で
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、
一
月

二
十
二
日
ト
ラ
ッ
ク
島
に
着
き
ま
し
た
。
海
の
綺
麗
な
こ
と
は

驚
く
ば
か
り
で
、
深
度
に
よ
り
海
の
色
が
違
っ
て
見
え
ま
し

た
。
日
本
海
軍
の
連
合
艦
隊
が
勢
揃
い
し
て
堂
々
た
る
威
容
を

眺
め
、
必
ず
勝
て
る
と
意
を
強
く
し
ま
し
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

決
戦
で
失
っ
た
「
加
賀
」「
赤
城
」「
蒼
龍
」「
飛
龍
」
の
四
隻

は
な
く
、
戦
艦
は
「
大
和
」「
長
門
」

、
空
母
は「
瑞
鶴
」「
翔



鶴
」「
隼
鷹
」「
飛
鷹
」
等
、
巡
洋
艦
は
重
巡
・
軽
巡
そ
し
て
大

型
給
油
船
等
々
で
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
の
日
、「
大
和
」
よ
り
連

合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
大
将
が
「
武
蔵
」
に
移
乗
さ
れ
、
艦
橋

に
大
将
旗
が
掲
げ
ら
れ
旗
艦
と
な
り
ま
し
た
。
朝
夕
の
軍
艦
旗

の
掲
揚
・
降
納
に
は
、
い
つ
も
先
頭
に
出
ら
れ
る
自
分
達
は
艦

橋
配
置
の
た
め
、
長
官
に
は
特
に
近
く
で
接
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
頃
ソ
ロ
モ
ン
海
域
で
の
戦
争
が
激
し
く
、
長
官
は
最
前

線
視
察
と
兵
員
の
激
励
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
基
地
よ
り
ラ
バ
ウ
ル

に
飛
び
、
さ
ら
に
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
う
途
中
の
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
ル
島
上
空
で
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
敵
機
Ｐ38
戦
闘
機
編

隊
に
よ
り
、
海
軍
の
一
式
陸
攻
座
乗
の
長
官
・
主
計
長
・
軍
医

が
総
員
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
宇
垣
参
謀
長
は
別
機
の
た
め
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
で
救
助
さ
れ
無
事
で
し
た
。
四
月
十
八
日
は
忘
れ

得
な
い
日
で
す
。
そ
の
頃
ま
だ
長
官
戦
死
の
広
報
は
な
く
、
古

賀
峯
一
大
将
が
乗
艦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
我
々
兵
員
は
そ
の
よ

う
な
重
大
事
件
を
よ
そ
に
厳
し
い
訓
練
に
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
見
張
員
は
海
面
よ
り
三
八
メ
ー
ト
ル
高
い
防
空
指
揮

所
で
、
二
五
セ
ン
チ
望
遠
鏡
で
四
時
間
交
代
（
二
十
四
時
間
）

で
対
空
海
面
を
見
張
り
ま
す
。
大
型
艦
は
防
潜
網
と
い
っ
て
舷

測
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
所
に
網
を
張
り
魚
雷
攻
撃
に
備
え
て

い
ま
す
。

当
直
以
外
の
兵
員
は
、
連
合
艦
隊
の
見
張
術
の
権
威
者
と
言

わ
れ
た
静
岡
県
韮
山
出
身
の
足
立
寿
作
見
張
長
の
指
揮
の
下
、

艦
内
居
住
区
に
暗
幕
を
張
り
、
日
本
海
軍
の
艦
型
、
米
軍
の
艦

型
、
日
本
の
飛
行
機
・
零
戦
・
艦
攻
・
艦
爆
・
中
攻
・
さ
ら
に

米
軍
の
飛
行
機
の
Ｐ38

グ
ラ
マ
ン
等
の
型
を
全
部
覚
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
難
し
い
の
が
夜
間
の
潜
水
艦
発
見
訓
練
で
、

赤
道
直
下
の
艦
内
暗
室
は
蒸
風
呂
（
サ
ウ
ナ
）
の
よ
う
な
も
の

で
、
全
員
揮
一
本
の
丸
裸
で
し
た
。
自
分
は
視
力
二
・
〇
ま
で

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
本
長
官
の
遺
骨
輸
送
、
日
本
に
帰
る

山
本
長
官
の
御
遺
骨
輸
送
任
務
は
ト
ラ
ッ
ク
島
を
五
月
十
七

日
出
発
、
東
京
湾
へ
。
こ
の
頃
長
官
戦
死
の
報
は
全
国
に
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
二
日
、
東
京
湾
の
木
更
津
沖
に
投
錨
し
ま
し
た
。



秘
密
を
守
る
た
め
と
の
こ
と
で
外
舷
を
塗
装
し
て
横
須
賀
に
入

り
ま
し
た
。
こ
の
時
兵
員
は
二
泊
三
日
の
外
泊
が
許
可
さ
れ

（
半
舷
上
陸
と
言
っ
て
乗
組
員
の
半
数
上
陸
）

、
私
達
も
入
団
以

来
は
じ
め
て
親
元
に
帰
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は

な
い
も
の
で
す
。
家
へ
帰
っ
て
も
ど
ん
な
艦
に
乗
務
し
て
い
る

か
な
ど
絶
対
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
口
止
め
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
二
十
四
日
、
天
皇
陛
下
は
高
松
宮
軍
令
部
高
官
を
随
え

て
行
幸
に
な
り
、
十
六
貫
の
天
皇
旗
が
旗
甲
板
に
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。
絹
ず
れ
の
音
が
今
も
耳
に
残
り
ま
す
。
そ
の
後
間
も
な

く
呉
港
に
向
か
い
入
渠
し
ま
し
た
。
こ
の
時
食
中
毒
が
発
生

し
、
ド
ッ
ク
内
で
は
用
便
で
き
ぬ
た
め
大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
桂
島
の
艦
隊
基
地
に
入
り
ま
し
た
。

戦
艦
「
陸
奥
」
が
六
月
八
日
、
対
空
射
撃
用
三
式
弾
の
加
熱

か
ら
か
爆
沈
を
し
、
甲
種
予
科
練
等
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま

し
た
。
一
ヵ
月
以
上
経
っ
て
も
死
体
が
浮
い
て
き
て
、
そ
れ
を

島
に
持
っ
て
い
き
火
葬
す
る
様
子
が
二
五
セ
ン
チ
双
眼
鏡
で
眺

め
ら
れ
、
海
軍
史
上
珍
し
い
事
件
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
達
が
眺
め
た
時
点
で
は
、
艦
橋
の
一
部
は
見
え
て
い
ま

し
た
。
七
月
三
十
日
に
再
び
ト
ラ
ッ
ク
島
に
出
撃
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
島
で
毎
日
訓
練
が
続
き
ま
し
た
が
、
同
じ
海
軍
に

い
る
な
ら
進
級
を
早
く
す
る
に
は
学
校
に
行
く
し
か
な
く
、
死

ぬ
こ
と
の
み
が
奉
公
で
は
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
練
習

生
を
志
願
し
て
第
八
期
館
山
海
軍
砲
術
学
校
測
的
術
練
習
生
に

採
用
さ
れ
、
移
動
す
る
た
め
空
母
「
沖
鷹
」
に
便
乗
し
ま
し

た
。
不
運
に
も
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
傾
い
た
同
型
僚
艦
「
大

鷹
」
を
曳
航
し
て
横
須
賀
に
帰
港
と
い
う
危
険
度
が
最
も
高
い

航
海
で
し
た
。

館
山
砲
術
学
校
は
陸
戦
学
校
の
た
め
主
力
兵
器
は
陸
軍
の
歩

兵
砲
、
九
二
の
重
機
、
九
七
の
軽
機
、
擲
弾
筒
も
習
得
し
ま
し

た
。
主
な
任
務
は
空
中
聴
音
、
一
五
〇
セ
ン
チ
探
照
灯
、
二
メ

ー
ト
ル
測
巨
機
な
ど
で
、
そ
の
当
時
の
米
軍
の
電
波
兵
器
は
優

れ
て
お
り
、
こ
れ
等
の
兵
器
は
無
用
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
腹
が
減
っ
て
は
戦
は
で
き
ぬ
と
言
い
ま
す
が
、
食

糧
事
情
は
ま
っ
た
く
悪
く
、
今
の
若
い
人
た
ち
に
は
わ
か
ら
な

い
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
十
九
日
卒
業
、
横
須
賀
海
兵
団
の
補
充
分

隊
に
入
り
、
昭
和
十
九
年
三
月
十
五
日
「
サ
ン
ト
ス
丸
」
に
便

乗
し
て
三
度
目
の
ト
ラ
ッ
ク
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク



島
は
二
月
十
七
、
十
八
両
日
、
米
軍
機
動
部
隊
の
攻
撃
で
大
打

撃
を
う
け
、
見
る
影
も
な
く
、
航
空
機
四
百
五
十
機
全
滅
、
船

舶
三
十
八
隻
沈
没
、「
第
三
図
南
丸
」
等
の
大
型
船
の
石
油
タ

ン
ク
等
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

時
に
連
合
艦
隊
は
米
機
動
部
隊
の
来
襲
を
察
知
し
て
パ
ラ
オ

へ
、「
武
蔵
」
は
横
須
賀
に
入
港
し
て
無
事
で
し
た
が
、「
那

珂
」
と
い
う
軽
巡
が
勇
戦
し
て
沈
没
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

次
第
で
、
ト
ラ
ッ
ク
島
は
一
年
前
「
武
蔵
」
で
入
港
し
た
当
時

の
面
影
は
な
く
、
毎
晩
の
空
襲
で
「
サ
ン
ト
ス
丸
」
に
も
至
近

弾
が
落
ち
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
、
夜
間
戦
闘

機
「
月
光
」
が
敵
機
を
追
い
回
す
様
子
が
「
サ
ン
ト
ス
丸
」
か

ら
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
上
陸
で
き
る
状
態
で
は
な

く
、
引
き
返
し
サ
イ
パ
ン
島
の
補
充
部
に
上
陸
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

最
初
は
サ
イ
パ
ン
島
警
備
隊
司
令
部
本
部
の
昼
の
食
事
の
世

話
役
で
司
令
、
海
軍
将
官
、
准
士
官
以
上
、
海
軍
報
道
班
員
が

一
同
に
会
し
て
食
事
を
す
る
皿
飯
で
、
良
質
の
食
事
で
し
た
。

陸
軍
の
将
校
が
「
俺
達
は
飯
盒
で
兵
と
一
緒
だ
が
、
海
軍
は
少

し
緊
張
感
が
足
り
な
い
の
で
は
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
今
度
は
第
一
補
充
部
長
森
大
佐
の
従
兵
を
命
ぜ
ら

れ
ま
し
た
。
大
佐
は
立
派
な
紳
士
で
し
た
。
九
七
大
艇
で
出
撃

し
ま
し
た
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
イ
パ
ン
は
当

時
中
部
太
平
洋
艦
隊
司
令
部
が
あ
り
、
南
雲
中
将
が
長
官
で
、

小
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
実
業
学
校
を
本
部
と
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
掌
航
海
長
が
「
武
蔵
」
の
見
張
長
で
あ
っ
た
足
立
寿
作
氏

で
あ
っ
た
た
め
訪
ね
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
当
直
将
校

勤
務
中
で
部
屋
で
バ
ナ
ナ
等
を
御
馳
走
に
な
り
、
下
級
兵
士
の

私
で
し
た
が
丁
重
に
扱
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

道
路
両
側
は
武
器
弾
薬
の
山
で
、
そ
れ
を
山
の
洞
穴
に
運
ん

で
い
ま
し
た
。
陸
軍
の
兵
士
は
天
幕
の
野
営
で
あ
の
小
さ
な
島

に
四
万
三
千
人
も
の
将
兵
が
防
衛
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

給
油
艦
「
高
崎
（
四
四
七
〇
ト
ン
）

」
に
五
月
二
十
六
日
乗

艦
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
サ
イ
パ
ン
と
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
（
ボ

ル
ネ
オ
石
油
基
地
）
を
往
復
す
る
ガ
ソ
リ
ン
輸
送
艦
で
、
竣
工

間
も
な
い
新
鋭
給
油
艦
で
し
た
。
出
港
十
日
程
で
僚
艦
「
足

摺
」
と
共
に
真
昼
間
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
と
ボ
ル
ネ
オ
の
中
間
点

で
米
潜
の
攻
撃
を
受
け
、
前
部
に
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
私

は
後
部
に
逃
げ
た
た
め
負
傷
す
る
こ
と
な
く
消
火
作
業
に
つ
と



め
ま
し
た
が
一
時
間
後
沈
没
、
海
防
艦
に
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ル
ネ
オ
石
油
基
地
タ
ラ
カ
ン
に
入
港
、
負
傷
者
を
上
陸
さ

せ
、
重
火
傷
者
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
内
地
へ
の
思
い
を
言
い
な

が
ら
次
か
ら
次
へ
と
死
ん
で
い
き
ま
し
た
。
約
三
分
の
一
ぐ
ら

い
の
人
が
死
傷
し
ま
し
た
。
海
防
艦
で
ボ
ル
ネ
オ
・
バ
リ
ッ
ク

パ
パ
ン
着
。
こ
こ
で
機
雷
掃
海
作
業
、
飛
行
場
建
設
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
。
旧
オ
ラ
ン
ダ
兵
舎
で
隣
に
は
オ
ラ
ン
ダ
軍
捕
虜

が
お
り
、
捕
虜
に
は
な
り
た
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

サ
イ
パ
ン
作
戦
は
「
あ
号
作
戦
」
と
い
っ
て
主
に
航
空
決
戦

で
し
た
。
日
本
海
軍
で
一
番
働
い
た
「
翔
鶴
」
が
沈
没
。
竣
工

間
も
な
い
新
鋭
艦
「
大
鳳
」（
二
万
九
千
ト
ン
）
は
魚
雷
一
発

で
ガ
ス
爆
発
を
起
こ
し
て
沈
没
。
そ
れ
に
「
飛
鷹
」
と
大
切
な

三
隻
の
空
母
を
失
い
、
基
地
航
空
隊
も
帰
る
と
こ
ろ
な
く
海
中

に
降
り
る
始
末
で
し
た
。
サ
イ
パ
ン
島
は
七
月
十
八
日
玉
砕

し
、
こ
れ
が
日
本
の
大
き
な
転
換
期
と
な
り
ま
し
た
。
サ
イ
パ

ン
島
に
は
多
く
の
知
人
、
上
司
な
ど
全
員
玉
砕
し
、
自
分
だ
け

生
き
延
び
て
申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
よ
り
「
萬
栄
丸
」
と
い
う
油
槽

船
に
乗
り
、
護
衛
艦
の
一
隻
も
無
い
な
か
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
経
て
夜
は
島
陰
に
隠
れ
、
船
長
の
機
転
で
雷
撃
を
受
け

る
こ
と
な
く
二
ヵ
月
か
か
っ
て
呉
に
入
港
し
ま
し
た
。
当
時
と

し
て
は
単
船
で
「
よ
く
無
事
だ
っ
た
」
と
珍
し
が
ら
れ
ま
し

た
。野

菜
の
補
給
が
な
く
、
大
方
の
兵
員
が
脚
気
と
な
り
足
が
ぶ

く
ぶ
く
ふ
く
れ
ま
し
た
。
日
露
戦
争
の
時
、
森
■
外
軍
医
官
の

食
事
処
方
の
失
敗
に
よ
り
脚
気
で
二
万
人
も
の
戦
死
者
を
出
し

た
と
か
何
か
の
本
に
出
て
い
ま
し
た
が
、
海
軍
は
「
麦
飯
」
で

脚
気
に
な
る
者
が
な
か
っ
た
と
か
い
い
ま
す
。「
ビ
タ
ミ
ン
」

と
言
う
の
は
そ
の
く
ら
い
脚
気
に
効
く
も
の
で
、
横
須
賀
に
帰

り
ト
マ
ト
を
食
べ
ま
し
た
ら
す
ぐ
に
快
復
し
ま
し
た
。

戦
局
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
り
ま
し
た
。
乗
務
艦
も
な
く
な

り
、
砲
台
建
設
の
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
私
も
百
姓
の
せ
が

れ
の
た
め
割
合
手
際
よ
く
作
業
が
で
き
、
上
司
か
ら
も
部
下
か

ら
も
信
頼
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
第
八
期
高
等
科
測
的
術
練

習
生
を
命
ぜ
ら
れ
、
試
験
な
し
で
再
び
館
山
へ
行
き
ま
し
た
。

普
通
科
の
時
と
兵
器
は
全
く
変
わ
り
、
今
度
は
電
波
兵
器
を

習
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
藤
沢
の
電
測
学
校
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
実
習
は
茅
ヶ
崎
の
海
岸
で
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。



電
波
兵
器
は
頭
に
入
り
に
く
く
、
米
軍
は
す
で
に
実
戦
で
使
い

こ
な
し
て
い
る
の
に
我
々
に
は
こ
ん
な
有
様
で
は
勝
て
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

連
合
艦
隊
栗
田
艦
隊
は
ボ
ル
ネ
オ
の
ブ
ル
ネ
イ
給
油
の
た
め

集
結
、
レ
イ
テ
島
に
突
入
し
て
「
艦
隊
決
戦
」
を
す
る
計
画
で

し
た
。
こ
の
当
時
母
艦
こ
そ
多
く
を
失
い
ま
し
た
が
、
主
体
の

艦
隊
（
戦
艦
「
比
叡
」「
霧
島
」
は
ソ
ロ
モ
ン
で
沈
没
）
は
ほ

と
ん
ど
健
在
で
「
大
和
」「
武
蔵
」
を
中
心
に
十
月
二
十
二
日

ブ
ル
ネ
イ
を
出
港
し
ま
し
た
。

一
方
、
機
動
部
隊
は
小
沢
中
将
指
揮
の
も
と
西
村
部
隊
と
三

方
面
よ
り
レ
イ
テ
島
突
入
を
図
る
計
画
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
待

ち
構
え
て
い
た
米
潜
に
最
優
秀
を
誇
っ
た
四
戦
隊
ク
ラ
ス
「
高

雄
」「
愛
宕
」「
摩
耶
」「
鳥
海
」
の
重
巡
が
次
々
と
沈
没
、
次

に
は
世
界
に
誇
っ
た
「
武
蔵
」
に
何
百
機
と
い
う
雷
撃
機
の
六

次
に
亘
っ
た
攻
撃
を
受
け
、
三
十
発
も
の
魚
雷
で
遂
に
最
期
を

遂
げ
ま
し
た
。
二
四
〇
〇
人
中
一
〇
三
九
人
が
戦
死
、
小
沢
機

動
部
隊
も
「
千
代
田
」「
千
歳
」「
瑞
鳳
」
が
、
そ
し
て
今
次

大
戦
一
番
活
躍
し
た
「
瑞
鶴
」
も
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
で

機
動
部
隊
は
全
滅
。
栗
田
艦
隊
は
レ
イ
テ
突
入
を
あ
き
ら
め

「
謎
の
反
転
」
と
い
う
言
葉
が
残
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
艦
隊
の

七
割
ぐ
ら
い
を
失
い
大
敗
北
し
ま
し
た
。

天
下
分
け
目
の
大
決
戦
の
比
島
地
区
は
、
陸
上
兵
力
も
六
〇

万
を
投
入
、
約
五
〇
万
人
の
戦
死
者
を
出
し
完
敗
し
ま
し
た
。

比
島
戦
で
戦
争
終
結
す
べ
き
だ
っ
た
と
今
と
な
っ
て
は
思
え
ま

す
。我

々
学
校
教
育
部
隊
も
食
糧
も
無
く
、
兵
器
の
差
も
ま
す
ま

す
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
と
し
て
は
我
々
に
戦
況

発
表
は
な
く
、
沈
没
し
て
生
き
残
っ
た
者
の
話
か
ら
大
方
知
る

こ
と
は
出
来
ま
し
た
が
、
必
勝
の
信
念
に
燃
え
混
乱
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
す
。
練
習
生
の
課
程
中
、
電
波
兵
器
の
修
得

は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

本
土
防
衛
の
た
め
大
磯
の
坂
田
山
に
相
模
湾
上
陸
の
敵
を
撃

つ
た
め
、
戦
艦
「
長
門
」
の
副
砲
一
五
・
五
セ
ン
チ
を
据
え
付

け
る
た
め
の
作
業
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
平
塚
に
出
張
中
の
昭
和
二

十
年
七
月
十
七
日
の
平
塚
夜
間
空
襲
で
百
二
十
機
の
敵
Ｂ29

の

大
空
襲
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
陸
軍
の
兵
士
と
共
に
鎮
火
に
つ
と

め
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
到
底
か
な
わ
ぬ
こ
と
で
、
駅
の
近

く
の
防
空
壕
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
焼
夷
弾
と
爆
弾
が
直



撃
、
全
員
大
負
傷
や
出
血
の
た
め
、「
こ
こ
を
し
ば
っ
て
く
れ
」

と
言
い
な
が
ら
次
々
と
死
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
私
も
人
を
助
け
た

い
が
自
身
も
重
傷
で
戸
塚
海
軍
病
院
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
弾

の
摘
出
に
麻
酔
も
ろ
く
に
せ
ず
痛
い
の
何
の
の
話
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
ま
だ
三
個
ほ
ど
弾
が
背
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
負

傷
者
が
次
々
と
入
っ
て
く
る
た
め
十
日
ほ
ど
で
快
癒
、
退
院
し

ま
し
た
。

八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
を
海
兵
団
の
庭
で
何

万
と
い
う
兵
員
が
集
合
し
て
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
放
送
は
あ
ま

り
は
っ
き
り
聞
き
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
負
け
た
」
と
い

う
こ
と
は
聞
き
取
れ
、
部
屋
に
帰
っ
て
大
声
を
あ
げ
て
泣
き
ま

し
た
。
喜
ん
だ
よ
う
な
下
士
官
も
い
ま
し
た
が
大
方
は
大
泣
き

し
て
い
ま
し
た
。
大
部
隊
の
こ
と
で
多
少
の
混
乱
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
八
月
下
旬
復
員
し
ま
し
た
。
皇
国
護
持
の
た
め
と

「
秘
密
図
書
」
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

我
が
家
も
長
兄
は
満
州
奉
天
で
戦
病
死
し
、
次
兄
は
近
衛
野

砲
隊
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
撃
後
印
度
洋
ア
ン
ダ
マ
ン
群
島
へ
と

参
戦
し
、
昭
和
二
十
一
年
復
員
し
ま
し
た
。
家
督
を
次
兄
が
継

ぎ
、
私
は
分
家
し
て
織
物
卸
業
を
営
み
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。思

え
ば
あ
の
大
東
亜
戦
争
に
お
い
て
幾
百
万
の
人
命
が
失
わ

れ
、
水
漬
く
屍
、
草
む
す
屍
と
散
華
さ
れ
た
人
々
の
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
二
度
と
戦
争
の
な
い
平
和
日
本
、
世
界

平
和
を
祈
念
し
ま
す
。

海
軍
従
軍
記

九
死
に
一
生
を
得
る
こ
と
二
回
　 

山
形
県
　
矢
萩
信
一
　 

私
は
、
大
正
十
年
六
月
三
十
日
、
山
形
県
天
童
市
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
舞
鶴
海
兵
団
に
入
り
ま
し

た
。
入
団
当
時
の
私
の
家
庭
は
、
農
業
で
果
樹
園
（
ブ
ド
ウ
、

モ
モ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
）
を
営
ん
で
お
り
、
両
親
・
長
兄
・
次

兄
・
姉
・
私
・
弟
・
妹
と
い
う
家
族
構
成
で
、
生
計
は
ま
あ
ま

あ
普
通
で
し
た
。
私
が
兵
役
の
た
め
、
海
軍
へ
入
隊
し
て
も
大

し
た
経
済
的
打
撃
は
な
い
状
態
で
、
私
も
後
顧
の
憂
い
な
く
、

勇
躍
日
本
男
児
の
本
懐
と
家
郷
を
後
に
し
た
こ
と
で
し
た
。




